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2025年度 第3四半期
決算説明会

2026年2⽉6⽇

執⾏役員財務担当 中島 聡
当資料に掲載されている情報のうち歴史的事実以外のものは、発表時点で⼊⼿可能な情報に基づく当社の
経営陣の判断による将来の業績に関する⾒通しであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありま
せん。実際の業績は、経済動向、為替レート、市場需要、税制や諸制度等に関するさまざまなリスクや不確
実要素により⼤きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。
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開⽰セグメント変更のお知らせ

〜FY25Q2

P&S（プリンティング＆ソリューションズ）

IP（インダストリアル・プリンティング）

マシナリー

ニッセイ

P&H（パーソナル＆ホーム）

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）

その他

FY25Q3〜

 当第3四半期より、N&C事業を⾮継続事業に分類（カラオケ店舗事業を運営するスタンダードを除く）
 売上収益から税引前利益までは、⾮継続事業を除いた⾦額（累計実績は期初に遡及して組み替え）
 親会社の所有者に帰属する当期利益は、継続事業と⾮継続事業の当期利益を合算した⾦額
 前年同期実績についても、同様の条件に組み替えて⽐較

P&S（プリンティング＆ソリューションズ）

継続事業

IP（インダストリアル・プリンティング）

マシナリー

ニッセイ

P&H（パーソナル＆ホーム）

その他

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）⾮継続事業

スタンダードの事業譲渡益、および譲渡前の収益
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当第3四半期より、開⽰セグメントを変更していますのでお知らせします。

2025年12⽉に、通信カラオケ機器の製造販売などを⼿がける株式会社エクシングの株式の70％を
株式会社U-NEXT HOLDINGSへ譲渡することを公表しました。（譲渡は2026年4⽉1⽇を予定）
これを受け、当第3四半期より、N&C事業を⾮継続事業に分類しています。
（なお、2025年11⽉1⽇に株式会社コシダカホールディングスへの事業譲渡が完了した株式会社スタンダード
については、譲渡益および譲渡前の売上・利益を「その他事業」に組み込んでいます。）

これにともない、売上収益から税引前利益までは⾮継続事業を除いた⾦額で、
親会社の所有に帰属する当期利益は継続事業と⾮継続事業の当期利益を合算した⾦額です。

なお、第3四半期累計、および通期予想につきましては、期初に遡及して⾮継続事業を除いています。
また、⽐較対象となる前年同期についても、同様の条件で組み替えています。



2025年度 第3四半期決算

売上収益
前年同期⽐ 5.6％増の 2,373億円 となり、第3四半期として過去最⾼を更新しました。
為替のプラス影響や産業機器の売上増により、増収となりました。

事業セグメント利益
前年同期⽐ 9.1％減の 233億円 となりました。
為替のプラス影響があったものの、主にP&S事業における売上構成の変化や販管費・販促費の増加により、
減益となりました。

営業利益
前年同期⽐ 1.8％減の 246億円 となりました。
スタンダードの事業譲渡益があったものの、為替差損の影響により、前年同期並みとなりました。

親会社の所有者に帰属する当期利益
年同期⽐ 6.3％増の 237億円 となり、第3四半期として過去最⾼を更新しました。
⾮継続事業における税効果調整が加わり、増益となりました。

2025年度 通期業績予想
売上・事業セグメント利益は為替のプラス影響を、営業利益については為替差損を織り込むとともに、
各事業の進捗に鑑み業績予想を修正しました。
なお、当期利益については⾮継続事業の税効果調整を織り込んでいます。

事業ポートフォリオの進捗
上記の通り進捗しています。詳細はP30〜P32に記載しています。

※当第3四半期より、N&C事業を⾮継続事業に分類しています。
これにより、売上収益から税引前利益までは⾮継続事業を除いた⾦額、
親会社の所有に帰属する当期利益は継続事業と⾮継続事業を合算した⾦額です。
⽐較対象となる前年同期についても同様の条件で組み替えています。
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• 為替のプラス影響や産業機器の売上増により、増収

売上収益 2,373億円/+5.6％（前年同期⽐）

業績ハイライト
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事業セグメント利益 233億円/▲9.1 ％（前年同期⽐）

• 為替のプラス影響があったものの、主にP&S事業における
売上構成の変化や販管費・販促費の増加により、減益

2025年度 第3四半期（10⽉-12⽉）実績 2025年度 通期業績予想

• 売上収益・事業セグメント利益は、主に為替のプラス影響を
織り込むとともに各事業の進捗に鑑み修正。
⼀⽅で、営業利益については為替差損を織り込む

• 当期利益*は⾮継続事業の税効果調整が加わり、上⽅修正

事業ポートフォリオ変⾰の進捗

• 25年11⽉ スタンダードの事業譲渡を完了
• 26年1⽉ 独Konrad Busche⾃動⾞部品向け部⾨の

事業譲受を完了
• 26年2⽉ MUTOHホールディングスの株式公開買付けを開始
• 26年4⽉ エクシングの株式の70％を譲渡予定

営業利益 246億円/▲1.8 ％（前年同期⽐）

• スタンダードの事業譲渡益の計上があったものの、
為替差損の影響により、前年同期並み

当第3四半期より、N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業を⾮継続事業に分類しています。 これにより、売上収益から税引前利益までは⾮継続事業を除いた⾦額、親会社の所有者に帰属する当期利益は
継続事業と⾮継続事業を合算した⾦額です。前年同期実績についても、同様の条件に組み替えて⽐較しています。

当期利益* 237億円/+6.3 ％（前年同期⽐）

• ⾮継続事業における税効果調整が加わり、増益
*親会社の所有者に帰属する当期利益
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2025年度 第3四半期（10⽉-12⽉）業績

4
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2025年度 第3四半期の実績です。

当第3四半期よりN&C事業を⾮継続事業に分類していることを受け、前年同期についても
売上収益から営業利益までは⾮継続事業を除いた数値に組み替えて⽐較しています。

売上収益は、主に為替のプラス影響やマシナリー事業の売上増により、
125億円増の 2,373 億円となり、第3四半期として過去最⾼を更新しました。

事業セグメント利益は、P&S事業における売上構成の変化などにより、23億円減の 233 億円、

営業利益は、スタンダードの事業譲渡益を計上したものの、為替差損により、５億円減の 246 億円、

継続事業からの当期利益は、28億円減の 192億円、
⾮継続事業からの当期利益は、税効果調整が加わり、42億円増の 45億円となりました。

継続事業と⾮継続事業からの当期利益を合算した親会社当期利益は、
14億円増の 237 億円となり、第3四半期として過去最⾼を更新しました。
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2025年度第3四半期 連結業績概要

5

為替のプラス影響やマシナリー事業の売上増により増収となるものの、事業セグメント利益はP&S事業における
売上構成の変化などにより減益となる。営業利益はスタンダードの事業譲渡益の計上などにより前年同期並み

当第3四半期より、N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業を⾮継続事業に分類しています。 C列の当四半期実績については、売上収益から税引前利益までは⾮継続事業を除いた⾦額、親会社の所有者に
帰属する当期利益は継続事業と⾮継続事業を合算した⾦額です。前年同期実績については、B列は同様の条件に組み替えた数値です。

（億円）(C/B-1)(C-B)(C)(B)(A)

増減率
（）は為替影響除く

増減
（）は為替影響除く25Q3

24Q324Q3
組替後組替前

（昨年開⽰数値）
5.6%1252,3732,2482,315売上収益 (1.7%)(37)

▲9.1%▲23233257262事業セグメント利益 (▲21.1%)(▲54)
9.8%11.4%11.3%事業セグメント利益率

-1912▲7▲6その他の収益・費⽤
▲1.8%▲5246250255営業利益

10.3%11.1%11.0%営業利益率
▲2.0%▲5256261266税引前利益

▲12.9%▲28192220223継続事業からの当期利益
1819.6%42452-⾮継続事業からの当期利益

6.3%14237223223親会社の所有者に帰属する
当期利益

-2.72154.04151.32151.32USD
-17.11179.68162.57162.57EUR

・26年度エクシング株式の⼀部譲渡
にかかる税効果調整 ︓＋41億円

・スタンダードの事業譲渡益︓＋45億円
・為替差損 ︓▲23億円
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事業セグメントごとの業績⼀覧です。
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2025年度第3四半期 事業セグメント別実績
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※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、数値から除外しています。前年同期実績も同様の条件に組み替えた数値です。

（億円）

営業利益事業セグメント利益売上収益

増減25Q324Q3
組替後増減25Q324Q3

組替後増減25Q324Q3
組替後

▲70145214▲45171216511,5131,462P&S (プリンティング＆ソリューションズ)

286913416353338IP (インダストリアル・プリンティング)

141951518359219160マシナリー
12212245450ニッセイ
029293312813188175P&H (パーソナル＆ホーム)

4843▲6▲6▲24▲184764その他
▲5246250▲232332571252,3732,248合計

・スタンダードの事業譲渡益 ︓＋45億円
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2025年度 第3四半期の売上収益の増減要因です。各事業、為替影響を除いた実質ベースの数値です。

・P&S（プリンティング＆ソリューションズ）
欧州において消耗品の値上げ前の駆け込み需要のあった前年同期と⽐較し、減収となりました。

・IP（インダストリアル・プリンティング）
産業⽤プリンターの販売が落ち込んだものの、
ドミノの消耗品の販売が堅調に推移し、全体では増収となりました。

・マシナリー
産業機器の販売が伸⻑し、増収となりました。

・ニッセイ
減速機・⻭⾞ともに販売が堅調に推移し、増収となりました。

・P&H（パーソナル＆ホーム）
各地域で普及機・中級機を中⼼に販売が堅調に推移し、増収となりました。

これらに、為替のプラス影響の88億円が加わり、
組替後の前年同期と⽐較し、全社では 125 億円増となる 2,373億円 となりました。
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2025年度第3四半期 売上収益の増減要因
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※増減額は為替影響を除いた実質ベース

3 56

4 6 88

⾮継続事業
組替影響

24Q3

▲14

P&S

2,248

IP マシナリー ニッセイ 為替影響額

▲18

2,315

P&H

2,373

25Q324Q3

▲67

その他

P&S :+65

USD  :+10
EUR :+50
GBP :+12
その他 :+16

為替のプラス影響やマシナリー事業の産業機器の販売が好調に推移したことにより増収となる
（億円）

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、数値から除外しています。前年同期実績も同様の条件に組み替えて⽐較しています。

昨年開⽰数値 組替後
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事業セグメント利益の増減要因です。主な要素についてコメントします。

・為替影響
主にP&S事業においてプラス影響がありました。

・売上増減等
マシナリー事業の産業機器における販売が増加したものの、
主にP&S事業における⽶国関税負担の増加や売上構成の変化などにより、減少しました。

・販促費
主にP&S事業において、製品本体の販売が増加したことに加え、
欧州における販促強化により増加しました。

・販売価格
主にP&S事業において、⽶国関税政策への対応を中⼼とした値上げ効果がありました。

・販管費
各事業で販管費が増加しました。

これらにより、事業セグメント利益は、組替後の前年同期と⽐較し23億円減の 233億円となりました。
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262 257
233

31

63

24Q3

▲5

⾮継続事業
組替影響

24Q3 為替影響

▲47

売上増減等

▲26

販促費 販売価格 部材コスト

▲33

販管費 25Q3

▲12

2025年度第3四半期 事業セグメント利益の増減要因

8

P&S   ︓+27

P&S :▲77
マシナリー :＋24
※関税負担▲75を含む

P&S    : ▲24

P&S   ︓+58

為替のプラス影響があったものの、
主にP&S事業における売上構成の変化や販管費・販促費の増加により、減益となる

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、数値から除外しています。前年同期実績も同様の条件に組み替えて⽐較しています。

昨年開⽰数値 組替後

（億円）

P&S ︓▲17
マシナリー︓▲11

※⾚字部分を修正しました。（「売上増減等」は▲71→▲47（うちP&Sが▲101→▲77）、「部材コスト」は＋12→▲12）
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2025年度 第3四半期累計（4-12⽉）業績
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2025年度 第3四半期累計期間の実績です。

当第3四半期よりN&C事業を⾮継続事業に分類していることを受け、期初に遡及して
売上収益から営業利益までは⾮継続事業を除いています。
前年同期についても同様に組み替えて⽐較しています。

売上収益は、主にP&S事業やマシナリー事業の売上増加により
前年同期⽐ 228億円増の 6,610 億円となり、第3四半期累計期間として過去最⾼を更新しました。

事業セグメント利益は、 主に販促費・販管費の増加により、39億円減の 636 億円、

営業利益は、スタンダードの事業譲渡益などの⼀時的な収益を計上したことにより、3億円増の 627 億円、

継続事業からの当期利益は、23億円減の 471億円、
⾮継続事業からの当期利益は、税効果調整が加わり、38億円増の 49億円となりました。

継続事業と⾮継続事業からの当期利益を合算した親会社当期利益は、
15億円増の 519億円 となりました。
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2025年度Q3累計 連結業績概要
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主にマシナリー・P&S事業の売上増により増収となるものの、事業セグメント利益は販促費・販管費の増加により
減益となる。スタンダードの事業譲渡益など⼀時的な収益の計上により営業利益は前年同期並みの⽔準

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、 C列の当四半期累計実績については、売上収益から税引前利益までは期初に遡及して⾮継続事業を除いた⾦額、親会社の所有者に帰属する当期利益
は継続事業と⾮継続事業を合算した⾦額です。前年同期実績については、B列は同様の条件に組み替えた数値です。

（億円）(C/B-1)(C-B)(C)(B)(A)

増減率
（）は為替影響除く

増減
（）は為替影響除く25Q3累計

24Q3累計24Q3累計
組替後組替前

（昨年開⽰数値）
3.6%2286,6106,3826,588売上収益 (4.0%)(256)

▲5.8%▲39636675691事業セグメント利益 (▲8.9%)(▲60)
9.6%10.6%10.5%事業セグメント利益率

-42▲9▲51▲51その他の収益・費⽤
0.5%3627624641営業利益

9.5%9.8%9.7%営業利益率
▲1.4%▲9655665681税引前利益
▲4.7%▲23471494504継続事業からの当期利益
369.4%384910-⾮継続事業からの当期利益

3.0%15519504504親会社の所有者に帰属する
当期利益

-▲3.54149.33152.87152.87USD
-6.93171.84164.91164.91EUR

・固定資産売却益（Q2） ︓＋23億円
・スタンダードの事業譲渡益（Q3）︓＋45億円
・為替差損 ︓▲67億円

・26年度エクシング株式の⼀部譲渡
にかかる税効果調整 ︓＋41億円
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事業セグメントごとの業績⼀覧です。
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2025年度Q3累計 事業セグメント別実績
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※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、期初に遡及して数値から除外しています。前年同期実績も同様の条件に組み替えた数値です。

（億円）

営業利益事業セグメント利益売上収益

増減25年度
Q3累計

24年度
Q3累計
組替後

増減25年度
Q3累計

24年度
Q3累計
組替後

増減25年度
Q3累計

24年度
Q3累計

組替後

▲106441547▲65501566964,2214,125P&S (プリンティング＆ソリューションズ)

▲271340▲212647▲91,0191,028IP (インダストリアル・プリンティング)

4249842497124603480マシナリー
5945939159149ニッセイ
348458534530461430P&H (パーソナル＆ホーム)

8566▲19▲8▲26▲23147170その他
3627624▲396366752286,6106,382合計

・固定資産売却益（Q2） ︓＋23億円
・スタンダードの事業譲渡益（Q3）︓＋45億円

11



2025年度 第3四半期累計期間売上収益の増減要因です。各事業、為替影響を除いた実質ベースの数値です。

・P&S（プリンティング＆ソリューションズ）
通信・プリンティング機器、ラベリングともに、価格対応の効果を含め、
本体・消耗品の販売が堅調に推移し、増収となりました。

・IP（インダストリアル・プリンティング）
ドミノの消耗品の販売が堅調に推移したものの、
産業⽤プリンターの販売が落ち込み、全体では減収となりました。

・マシナリー
産業機器の販売が伸⻑し、増収となりました。

・ニッセイ
減速機・⻭⾞ともに販売が堅調に推移し、増収となりました。

・P&H（パーソナル＆ホーム）
各地域で普及機・中級機を中⼼に販売が堅調に推移し、増収となりました。

これらに、為替のマイナス影響が28億円あったものの、
組替後の前年同期と⽐較し、全社では 228億円増となる 6,610億円 となりました。

© 2026 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

2025年度Q3累計 売上収益の増減要因

12

※増減額は為替影響を除いた実質ベース

P&S :▲14
IP :▲4
マシナリー :▲7

USD  :▲40
EUR :＋60
GBP :▲2
その他 :▲46

マシナリー事業の産業機器の販売が好調に推移したことに加え、
P&S事業における価格対応の効果などにより、増収となる

（億円）

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、期初に遡及して数値から除外しています。前年同期実績も同様の条件に組み替えて⽐較しています。

110

130

11 32

その他⾮継続事業
組替影響

24Q3累計 P&S

▲6

6,382

IP マシナリー ニッセイ P&H 為替影響額

▲22▲28

6,588 6,610

25Q3累計24Q3累計

▲205

昨年開⽰数値 組替後

12



事業セグメント利益の増減要因です。主な要素についてコメントします。

・為替影響
主にP&S事業において、為替のプラス影響がありました。

・売上増減等
マシナリー事業の産業機器における販売が増加したものの、
主にP&S事業における⽶国関税負担の増加や売上構成の変化により、減少しました。

・販促費
主にP&S事業において、製品本体の販売が増加したことにともない、増加しました。

・販売価格
主にP&S事業において、⽶国関税政策への対応を中⼼とした価格対応の効果がありました。

・販管費
各事業で販管費が増加しました。

これらにより、事業セグメント利益は、組替後の前年同期と⽐較し39 億円減の 636億円となりました。

© 2026 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

691 675 636

21

139

販管費 25Q3累計⾮継続事業
組替影響

24Q3累計 為替影響

▲35

売上増減等

▲82

販促費 販売価格 部材コスト24Q3累計

▲2
▲17

▲79

2025年度Q3累計 事業セグメント利益の増減要因

13

P&S︓＋28

P&S :▲119
マシナリー :＋64
P&H       :+11
※関税負担▲115を含む

P&S    : ▲74 

P&S︓+130

P&S :▲25
IP :▲14
マシナリー:▲22

マシナリー事業などの増収効果があったものの、販促費・販管費の増加に加え、P&S事業における売上構成の
変化により、減益となる

昨年開⽰数値 組替後

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、期初に遡及して数値から除外しています。前年同期実績も同様の条件に組み替えて⽐較しています。

（億円）

※⾚字部分を修正しました。（「売上増減等」は▲60→▲35（うちP&Sが▲143→▲119）、「部材コスト」は＋22→▲2）

13
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2025年度 通期業績予想

14

14
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1USD＝150円、1EUR＝175円（1USD=140円、1EUR＝165円から変更）
予想部分の
為替レート

 追加関税負担と販売減少リスクに対し、⽶国を中⼼にした値上げや経費コントロール、コストダウン、
⽣産調整などの対応策を実施することで、関税による利益への影響は全て吸収する⾒通し

⽶国関税政策
の影響

M&Aなどの
影響

2025年度通期 業績予想の前提

15

予想期間の為替レートを変更。
⽶国関税政策による影響は、価格対応などの対応策で全て吸収する⾒通し

業績予想に影響を与える変更点
主な事業内容内容

今回前回(25年11⽉10⽇)

「その他事業」に以下を組み替え
• 譲渡益45億円（Q3の営業利益）
• 4-10⽉の売上・利益

「N&C事業」の
業績予想に織り込む

カラオケ店舗等
の運営

スタンダードの事業譲渡
（2025年11⽉1⽇に譲渡完了）

「マシナリー事業」に以下を織り込む
• Q4期間の売上・利益へのプラス影響（軽微）

業績予想に
織り込まず

⼯業⽤ミシンの
⾃動⾞部品向け
ソリューション提供

Konrad Buscheの事業譲受
（2026年1⽉1⽇に譲受完了）

「⾮継続事業からの当期利益」として織り込む業績予想に
織り込まず

カラオケ機器の
製造・販売

エクシング株式の⼀部譲渡
（2026年4⽉1⽇に譲渡予定）

※2026年2⽉4⽇に公表したMUTOHホールディングスの株式公開買付けについては、25年度のPLへの影響はありません。

2025年度 通期業績予想の前提です。

・為替
予想期間の為替レートは、ドルは1USD＝140円から150円に、
ユーロは１EUR＝165円から175円へ変更しました。

・⽶国関税政策の影響
追加関税負担については、前回予想では通期で約140億円と想定していましたが、
数量や構成の変化などにより、通期で約160億円を⾒込んでいます。
（Q3累計実績の約115億円を含む。）

追加関税負担と販売減少リスクに対し、
⽶国における値上げや経費コントロール、コストダウン、⽣産調整などの対応策を実施することで、
関税による利益への影響は全て吸収する⾒通しです。

・M&Aなどの影響
上記の表のとおり予想に織り込んでいます。

当第３四半期よりN&C事業を⾮継続事業に分類しています。
これにともない、通期業績予想についても、
売上収益から営業利益までは、期初に遡及して⾮継続事業を除いた⾦額、
親会社に所属する当期利益は、継続事業と⾮継続事業を合算した⾦額です。

15



通期の業績予想についてです。

売上収益・事業セグメント利益は、主に為替のプラス影響を織り込むとともに各事業の進捗に鑑み修正します。
⼀⽅で、営業利益については為替差損を織り込んでいます。

⾮継続事業を除いて組み替えた前回予想と⽐較すると、
売上収益・事業セグメント利益は上⽅修正、営業利益は下⽅修正となります。
当期利益については、⾮継続事業の税効果調整が加わり、上⽅修正します。

（組替後前回予想との⽐較）
売上収益は、 148億円増の 8,850億円
事業セグメント利益は、 15億円増の 800億円
営業利益は、 ５億円減の 800億円
親会社当期利益は、 40億円増の 670億円 に修正しました。

なお、業績予想の前提となる予想部分の為替レートは、
ドルは1 USD＝140円から150円に、ユーロは１EUR＝165円から175円に変更しました。

16
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（億円）(C/E-1)(C-E)(E)(D)(C/B-1)(C-B)(C)(B)(A)

増減率
（）は為替影響除く

増減
（）は為替影響除く

24年度実績24年度実績増減率
（）は為替影響除く

増減
（）は為替影響除く

25年度
今回予想

25年度前回予想25年度前回予想
組替後組替前

（昨年開⽰数値）組替後組替前
（昨年開⽰数値）

4.3%3618,4898,766
1.7%1488,8508,7029,000売上収益

(3.7%)(310)(▲1.6%)(▲141)
6.0%45

755777
1.9%15

800786800事業セグメント利益 (▲2.4%)(▲18)(▲3.7%)(▲29)

8.9%8.9%9.0%9.0%8.9%事業セグメント利益率

-78▲78▲78-▲2002020その他の収益・費⽤

18.2%123677699▲0.7%▲5800806820営業利益
8.0%8.0%9.0%9.3%9.1%営業利益率

14.4%1057257470.4%4830826840税引前利益
17.1%915345480.7%4625621630継続事業からの当期利益

227.6%3114-405.0%36459-⾮継続事業からの当期利益

22.3%1235485486.4%40670630630
親会社の所有者に帰属する
当期利益

-▲2.49152.48152.48-5.77149.99144.22144.22USD
-9.67163.62163.62-6.09173.29167.20167.20EUR

2025年度通期 連結業績予想

16

売上収益・事業セグメント利益は、主に為替のプラス影響を織り込むとともに各事業の進捗に鑑み修正。
⼀⽅で、営業利益については為替差損を織り込む。当期利益は⾮継続事業の税効果調整が加わり、上⽅修正

 予想部分の為替レート︓１USD＝150円、１EUR＝175円

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、期初に遡及して数値から除外しています。前回予想および前年度実績も同様の条件に組み替えて⽐較しています。

・26年度エクシング譲渡益にかかる
税効果調整︓＋41億円



事業セグメントごとの業績予想の⼀覧です。

17
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（億円）

営業利益事業セグメント利益売上収益

増減今回予想前回予想
組替後増減今回予想前回予想

組替後増減今回予想前回予想
組替後

▲266006260644644935,6615,568P&S (プリンティング＆ソリューションズ)

▲14115▲81624161,3791,363IP (インダストリアル・プリンティング)

10605010605012824812マシナリー
1981982211210ニッセイ
655497615432601569P&H (パーソナル＆ホーム)

1774574117▲7174180その他
▲5800806158007861488,8508,702合計

2025年度通期 事業セグメント別予想

17

※「その他」にセグメント間取引消去額を含みます

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、期初に遡及して数値から除外しています。前回予想も同様の条件に組み替えた数値です。

・固定資産売却益（Q2） ︓＋23億円
・スタンダードの事業譲渡益（Q3）︓＋45億円



通期予想の前回予想からの増減です。
今回の組替後からの上⽅修正の主要因は、為替のプラス影響によるものです。
各事業での主な修正内容は、以下の通りです。

・P&S
主に欧州における消耗品の販売の下振れを受け、売上・利益ともに下⽅修正。

・IP
産業⽤プリンターの⾜元の状況に鑑み予想期間の⾒通しを引き下げ、売上・利益ともに下⽅修正。

・マシナリー
売上については、産業機器の⾒通しは引き上げるものの、⼯業⽤ミシンの市況の不透明感を踏まえ、
全体として下⽅修正。利益については、産業機器の売上増にともない、上⽅修正。

・P&H
普及機・中級機の堅調な販売を受け、売上・利益ともに上⽅修正。

これらに、為替のプラス影響を織り込み、
売上収益、事業セグメント利益の通期の⾒通しを引き上げます。

18
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2025年度通期 売上収益/事業セグメント利益の増減

18

8

290

9,000前回予想

▲298

0ニッセイ

P&H

為替影響額

▲7その他

▲5

今回予想

IP ▲28

P&S

マシナリー

▲109

前回予想(組替後) 8,702

⾮継続事業影響

8,850

6

1

4

44

4

ニッセイ

マシナリー

IP ▲11

P&S ▲33

前回予想(組替後)

⾮継続事業影響 ▲14

前回予想 800

786

800今回予想

為替影響額

P&H

その他

※増減額は為替影響を除いた実質ベース

売上収益の増減 事業セグメント利益の増減

（億円）（億円）

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）事業は⾮継続事業のため、期初に遡及して数値から除外しています。前回予想も同様の条件に組み替えて⽐較しています。
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財務の状況/設備投資・償却費・研究開発費

19

19



20

流動資産は為替影響により増加しています。

在庫については、2025年9⽉末と⽐較し、棚卸資産、棚卸資産回転⽉数ともに、減少しました。

© 2026 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

財務の状況

20

※棚卸資産回転⽉数＝棚卸資産÷（１ヶ⽉平均売上原価）

2,116 2,080 
2,248 2,193 

2,344 2,268 2,330 2,375 2,358 

5.2 5.2 5.7 5.6 5.4 5.3 5.7 5.6 5.2

23年
12⽉末

24年
3⽉末

24年
6⽉末

24年
9⽉末

24年
12⽉末

25年
3⽉末

25年
6⽉末

25年
9⽉末

25年
12⽉末

棚卸資産（億円） 棚卸資産回転⽉数（⽉）
（億円）

財政状態計算書 主要項⽬ 棚卸資産推移

増減25年12⽉末25年3⽉末
5406,2805,741流動資産

451,7731,728現預⾦
902,3582,268棚卸資産

▲353,5513,586⾮流動資産
▲182,3932,412負債合計

286有利⼦負債
5237,4376,914株主資本
5059,8319,327総資産

増減25年12⽉末25年3⽉末
441,7661,722ネット・キャッシュ

1.5%75.6%74.1%株主資本⽐率
--8.1%ROE

棚卸資産推移の25年12⽉末は⾮継続事業を除いた数値です。



21

進捗状況に鑑み、設備投資および研究開発費の⾒通しを変更します。

© 2026 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

設備投資・減価償却費・研究開発費、減価償却費、研究開発費は

21

設備投資内訳 研究開発費内訳

（億円）

474 460

23年度
実績

24年度
実績

*産業⽤領域は、IP事業（23・24年度はドミノ事業）、マシナリー事業、ニッセイ事業の内訳を合算したものです。

25年度
今回予想

25年度
前回予想

24年度
実績

23年度
実績

182179148134産業⽤領域
340331347346⺠⽣⽤領域他
522510495479計

25年度
今回予想

25年度
前回予想

24年度
実績

23年度
実績

8710383100産業⽤領域
413437376375⺠⽣⽤領域他
500540460474計

設備投資 減価償却費 研究開発費

383
426

23年度
実績

24年度
実績

（億円）（億円）

（億円）（億円）

479 495

23年度
実績

24年度
実績

進捗状況に鑑み、設備投資および研究開発費の⾒通しを変更

540
500

25年度
前回
予想

25年度
今回
予想

430

25年度
今回
予想

510 522

25年度
前回
予想

25年度
今回
予想

設備投資、減価償却費、研究開発費は⾮継続事業を含めたものです。
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セグメント業績概要

22

22



23

2025年度第3四半期の実績についてご説明します。

P&S事業の売上収益は 1,513 億円。
現地通貨ベースの増減率は マイナス 0.9%、為替影響を含む増減率は プラス 3.5％ となりました。

・通信・プリンティング機器
売上収益は 1,327 億円。
現地通貨ベースの増減率は マイナス 1.0%、為替影響を含む増減率は プラス 3.4％ となりました。
欧州における消耗品の販売減少が影響したものの、
それ以外の地域では堅調に推移し、為替のプラス影響により増収となりました。
詳細は次のページでご説明します。

・ラベリング
売上収益は 186 億円。
現地通貨ベースの増減率は マイナス 0.3％、為替影響を含む増減率は プラス 4.0％ となりました。
欧州を中⼼に消耗品の販売が軟調に推移したものの、為替のプラス影響により増収となりました。

事業セグメント利益は、 171 億円。
為替のプラス影響があったものの、製品構成の変化に加え、販促費・販管費の増加などにより、減益となりました。

営業利益は、145 億円。
為替差損の影響を受けました。
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売上収益

ラベリング通信・プリンティング機器

プリンティング&ソリューションズ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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1,283 1,327

4,755 4,858 4,940

24Q3 25Q3 FY24 FY25
前回
予想

FY25
今回
予想

179 186

693 710 721

24Q3 25Q3 FY24 FY25
前回
予想

FY25
今回
予想

216 171

610 644 644
14.8%

24Q3

11.3%

25Q3

11.2%

FY24

11.6%

FY25
前回
予想

11.4%

FY25
今回
予想

利益率

事業セグメント利益

産業⽤

⺠⽣⽤

主な製品等

⺠⽣/産業区分
通信・プリンティング

汎⽤ラベリング

業務⽤ラベリング

レーザー複合機 ラベルプリンターインクジェット複合機

（億円）（億円）

コア事業
中期戦略CS B2027での位置づけ

成⻑事業

通信・プリンティング
汎⽤ラベリング

業務⽤ラベリング

（億円）
対前年増減率対前年増減率FY25

今回予想
FY25

前回予想
FY24
実績

増減率増減率
25Q324Q3 為替含む為替除く為替含む為替除く

3.9%3.1%5,6615,5685,4483.5%-0.9%1,5131,462売上収益
3.9%3.0%4,9404,8584,7553.4%-1.0%1,3271,283通信・プリンティング機器
3.1%5.1%1,9071,8391,8508.2%5.7%501463⽶州
7.7%1.4%1,6161,6221,501-2.4%-11.5%427437欧州
3.3%4.8%9849619525.2%3.4%268254アジア他

-4.1%-3.4%4334364522.5%1.8%131128⽇本（OEMを含む）
4.0%3.3%7217106934.0%-0.3%186179ラベリング
3.4%5.4%3293223181.7%-0.2%7978⽶州
4.4%-1.6%2262282176.1%-3.6%6158欧州
2.7%4.1%1121091090.6%-1.1%3030アジア他
8.6%-54514916.2%-1513⽇本

5.6%-644644610-20.8%-171216事業セグメント利益
2.0%-600626589-32.6%-145214営業利益
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第3四半期における主要製品の売上伸び率についてです。（現地通貨ベース/前年同期⽐）

レーザーの売上伸び率は、本体は プラス 1％、消耗品は マイナス 4％、
インクジェットの売上伸び率は、本体は プラス 9％、消耗品は プラス 1％となりました。

[製品本体]
レーザーについては、主に欧州において販売が減少したものの、それ以外の地域では販売が堅調に推移しました。
インクジェットについては、各地域で販売が伸⻑しました。
なお、レーザー・インクジェットともに⽶国追加関税への対応策としての価格対応の効果を含んでいます。

[消耗品]
欧州において、値上げ前の駆け込み需要があった前年同期と⽐較し販売が減少したことが影響しました。

© 2026 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

24通期23通期25Q425Q325Q225Q124Q424Q324Q224Q123Q423Q323Q223Q1

売上⾦額伸び率（前年同期⽐）

レーザー

-1%-8%-6%5%1%1%-1%2%-5%-1%-13%-17%4%本体円ベース

9%11%-0%3%-3%-2%14%14%11%18%11%15%3%消耗品

-2%-13%-1%5%9%1%0%2%-12%-9%-16%-21%-1%本体現地通貨ベース

5%4%--4%2%3%-2%12%12%0%7%5%7%-3%消耗品

インクジェット

15%0%-13%13%4%14%17%12%18%-1%-5%3%5%本体円ベース

3%8%-5%9%-4%-2%11%6%-1%5%0%16%15%消耗品

15%-4%-9%13%12%16%18%14%10%-7%-8%-2%2%本体現地通貨ベース

1%2%-1%8%1%-2%10%4%-9%-3%-4%9%9%消耗品

55%54%-55%54%54%55%56%55%55%56%54%53%54%消耗品⽐率

販売台数伸び率（前年同期⽐）

-5%-10%-1%5%5%1%-6%-2%-13%-6%-8%-21%-1%レーザー

14%-2%-6%10%9%11%17%14%13%-9%-3%0%4%インクジェット

プリンティング&ソリューションズ事業
主要製品別売上伸び率・構成⽐

24
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IP事業の第3四半期の売上収益は 353 億円。
現地通貨ベースの増減率は、プラス 1.0 ％、為替影響を含む増減率は プラス 4.7 ％ となりました。

・ドミノ
売上収益は 316 億円。
現地通貨ベースの増減率は プラス 4.7 ％、為替影響を含む増減率はプラス 8.5 ％ となりました。
主に、消耗品を中⼼に各地域で販売が堅調に推移し、増収となりました。

・産業⽤プリンター
売上収益は 37 億円。
現地通貨ベースの増減率は マイナス 22.2 ％、為替影響を含む増減率は マイナス 19.4 % となりました。
欧⽶における競争環境の変化により、⼤幅な減収となりました。

事業セグメント利益は、 13億円。
ドミノの増収効果や売上構成の変化などにより、増益となりました。

営業利益は、8 億円。
為替差損の影響を受けました。
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インダストリアル・プリンティング事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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産業⽤
⺠⽣/産業区分

コーディング・
マーキング機器

デジタル印刷機

成⻑事業
中期戦略CS B2027での位置づけ

ガーメントプリンター

主な製品等

売上収益

産業⽤プリンタードミノ

291 316

1,194 1,198 1,238

24Q3 25Q3 FY24 FY25
前回
予想

FY25
今回
予想

46 37

179 165
141

24Q3 25Q3 FY24 FY25
前回
予想

FY25
今回
予想

4

52

24
16

1.2%

24Q3

3.7%

25Q3

3.8%

FY24
実績

1.7%

FY25
前回
予想

1.1%

FY25
今回
予想

13

利益率

事業セグメント利益
（億円）（億円）

（億円）
対前年増減率対前年増減率FY25

今回予想
FY25

前回予想
FY24
実績

増減率増減率
25Q324Q3 為替含む為替除く為替含む為替除く

0.4%-0.1%1,3791,3631,3734.7%1.0%353338売上収益
3.6%3.0%1,2381,1981,1948.5%4.7%316291ドミノ
6.9%4.4%33532431312.2%9.6%8778⽶州
1.6%1.3%5245085165.2%1.2%128122欧州
2.0%2.4%3283183228.3%3.1%8881アジア他

17.5%-50484220.6%-1210⽇本
-20.9%-21.0%141165179-19.4%-22.2%3746産業⽤プリンター
-34.0%-32.8%658698-29.1%-30.4%1927⽶州
-9.2%-14.0%353938-5.0%-14.0%89欧州
-6.9%-5.6%262628-14.5%-16.8%78アジア他
10.4%-16151414.2%-33⽇本

-69.9%-162452212.2%-134事業セグメント利益
-97.2%-1153239.3%-86営業利益
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マシナリー事業の第3四半期の売上収益は 219 億円。
現地通貨ベースの増減率は プラス 35.0 ％、為替影響を含む増減率は プラス 36.9 ％ となりました。

・産業機器
売上収益は、 175 億円。
現地通貨ベースの増減率は プラス 52.2 ％、為替影響を含む増減率は プラス 53.8 ％ となりました。
中国を中⼼に⾃動⾞・⼀般機械市場向けの設備投資需要が拡⼤し、⼤幅な増収となりました。

・⼯業⽤ミシン
売上収益は、 44 億円。
現地通貨ベースの増減率は マイナス 7.7 ％、為替影響を含む増減率は マイナス 4.9 ％ となりました。
エアバッグなど⾃動⾞内装を中⼼としたノンアパレル向けの販売が堅調に推移したものの、
⽶国関税政策の影響を受け、アジアにおけるアパレル向け設備投資需要が停滞し、減収となりました。

事業セグメント利益は、 18億円。
産業機器の増収により、⼤幅な増益となりました。

© 2026 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

マシナリー事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益

26

114
175

473

620 640

24Q3 25Q3 FY24 FY25
前回
予想

FY25
今回
予想

46 44

200 192 184

24Q3 25Q3 FY24 FY25
前回
予想

FY25
今回
予想

3

18
11

50
60

1.9%

24Q3

8.3%

25Q3

1.6%

FY24
実績

6.2%

FY25
前回
予想

7.3%

FY25
今回
予想

利益率⼯業⽤ミシン産業機器

産業⽤
⺠⽣/産業区分

⼯作機械 ⼯業⽤ミシン

売上収益 事業セグメント利益
（億円）（億円）

主な製品等

成⻑事業
中期戦略CS B2027での位置づけ

収益性改⾰事業

産業機器

⼯業⽤ミシン

（億円）
対前年増減率対前年増減率FY25

今回予想
FY25

前回予想
FY24
実績

増減率増減率25Q324Q3 為替含む為替除く為替含む為替除く
22.4%22.9%82481267336.9%35.0%219160売上収益
35.2%35.8%64062047353.8%52.2%175114産業機器
11.2%-37423363.4%-127⽶州
18.1%-302626-29.3%-57欧州
47.3%-46944231965.2%-13079アジア他
7.9%-1031109635.7%-2921⽇本

-8.0%-7.4%184192200-4.9%-7.7%4446⼯業⽤ミシン
32.3%35.2%14141128.1%26.2%32⽶州

-13.3%-20.6%2324276.3%-3.7%76欧州
-9.5%-7.7%144151159-9.2%-10.9%3337アジア他

-21.9%-33415.6%-11⽇本

463.6%-605011484.9%-183事業セグメント利益
411.7%-605012257.6%-195営業利益



産業機器の四半期ごとの売上収益と受注額です。
受注額は、国内受注と海外受注を合わせた製品本体受注の合計額です。

受注⽔準は、第2四半期と⽐較すると中国の⾃動⾞向けで調整が⼊りましたが、
⼀般機械やIT向けが増加し、引き続き⾼い⽔準を維持しています。

なお、⽇⼯会受注統計については、欧⽶での受注増により、外需が⼤きく増加しました。

27
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マシナリー事業（産業機器）
受注額の推移

27

※出所:（⼀社）⽇本⼯作機械⼯業会 ⼯作機械主要統計より※国内・海外の製品本体の受注額合計
海外受注額は各四半期の為替レートにて円換算
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ニッセイ事業の第3四半期の売上収益は 54 億円。
現地通貨ベースの増減率は プラス 7.1 ％、為替影響を含む増減率は プラス 7.6 ％ となりました。

減速機・⻭⾞ともに販売が堅調に推移したことに加え、価格対応の効果もあり増収となりました。

事業セグメント利益は、 2 億円。
価格対応の効果などにより、増益となりました。
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ニッセイ事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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50 54

200 210 211

24Q3 25Q3 FY24 FY25
前回
予想

FY25
今回
予想

2
2

5

8
9

3.2%

24Q3

4.5%

25Q3

2.4%

FY24
実績

3.6%

FY25
前回
予想

4.3%

FY25
今回
予想

利益率

売上収益 事業セグメント利益

主な製品等

産業⽤
⺠⽣/産業区分

ギアモータ ⾼剛性減速機 ⻭⾞

（億円）（億円）

収益性追求事業
中期戦略CS B2027での位置づけ

（億円）
対前年増減率対前年増減率FY25

今回予想
FY25

前回予想
FY24
実績

増減率増減率25Q324Q3 為替含む為替除く為替含む為替除く

5.5%6.2%2112102007.6%7.1%5450売上収益
22.5%24.9%38373129.3%26.8%97⽶州

---------欧州
-8.8%-6.9%272729-5.2%-5.8%67アジア他
4.8%-1461461405.8%-3937⽇本

90.5%-98550.3%-22事業セグメント利益
--98043.6%-22営業利益
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P&H事業の第3四半期の売上収益は 188 億円、
現地通貨ベースの増減率は プラス 3.2 ％、為替影響を含む増減率は プラス 7.3 ％ となりました。

最⾼級機の新製品効果があった前年同期と⽐較し、⾼級機の販売は減少したものの、
普及機・中級機の販売が堅調に推移したことに為替のプラス影響も加わり、増収となりました。

事業セグメント利益は、 31 億円。
増収効果や為替のプラス影響などにより、増益となりました。
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パーソナル&ホーム事業
売上収益･事業セグメント利益・営業利益
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175 188

572 569 601

24Q3 25Q3 FY24 FY25
前回
予想

FY25
今回
予想

28 31

73

54
61

15.9%

24Q3

16.4%

25Q3

12.8%

FY24

9.4%

FY25
前回
予想

10.1%

FY25
今回
予想

利益率

⺠⽣⽤
⺠⽣/産業区分

家庭⽤ミシン カッティングマシン
©Disney

売上収益 事業セグメント利益
（億円）（億円）

主な製品等

中期戦略CS B2027での位置づけ

収益性追求事業

（億円）
対前年増減率対前年増減率FY25

今回予想
FY25

前回予想
FY24
実績

増減率増減率
25Q324Q3 為替含む為替除く為替含む為替除く

5.2%4.6%6015695727.3%3.2%188175売上収益
-0.5%1.2%3453273461.6%-0.3%108106⽶州
11.4%4.5%15514713910.7%0.3%5146欧州
18.3%19.4%68625724.6%22.2%2016アジア他
17.0%-33332832.8%-97⽇本

-16.8%-61547310.9%-3128事業セグメント利益
-16.8%-5549670.6%-2929営業利益



© 2026 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved.

事業ポートフォリオ変⾰の進捗

30
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事業ポートフォリオ変⾰の進捗

中期戦略CS B2027の⽅針にもとづき、収益性向上や事業成⻑に資するM&Aを実施するとともに、
通信カラオケビジネスの譲渡*を決定。引き続き、M&Aを含め事業ポートフォリオ変⾰を加速していく
中期戦略CS B2027における事業の役割

成⻑事業 IP事業｜産業⽤プリンター

産業⽤プリンターのラインアップ拡⼤・事業基盤強化へ
26年2⽉5⽇ MUTOHホールディングスの完全⼦会社化に向け

株式の公開買付け開始

エアバッグなどのノンアパレル向けソリューション強化へ
26年1⽉1⽇ ドイツKonrad Busche社

⾃動⾞部品向け部⾨ 事業譲受完了

収益性改⾰事業 ⼯業⽤ミシン事業

新規事業

成⻑事業

収益性追求
事業

コア事業

収益性改⾰
事業

インダストリアル・プリンティング
【ドミノ/産業⽤プリンター】

産業機器

ニッセイ

P&H

業務⽤ラベリング
通信・プリンティング

汎⽤ラベリング
P&S

⼯業⽤ミシン
N&C

2025年度の事業ポートフォリオ変⾰の進捗

カラオケビジネスのさらなる発展へ
25年11⽉1⽇ カラオケ店舗事業︓スタンダードの事業譲渡完了
26年4⽉1⽇ カラオケ機器事業︓エクシング株式の70％を譲渡予定

収益性改⾰事業 N&C事業

*エクシング株式の30％についてブラザー⼯業が継続保有
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本年度は中期戦略CS B2027の初年度ですが、CS B2027で掲げた戦略⽅針に従い、
既存事業の再編やM&Aを含め事業ポートフォリオ変⾰を加速させています。

まず、収益性改⾰事業に位置付けた2事業についてです。

N&C事業については、収益性向上を⽬指してこれまでさまざまな施策を実施し、
コロナ禍での⾚字から、2024年度の営業利益率は5％まで回復していますが、
この度、カラオケ事業のさらなる成⻑を実現すべく、譲渡を決定しました。
まず、2025年11⽉1⽇に、カラオケ店舗等の運営事業を営む株式会社スタンダードの
株式会社コシダカホールディングスへの事業譲渡が完了しました。
続いて、2025年12⽉24⽇に、カラオケ機器の製造販売などを⼿がける株式会社エクシングの株式の70％を
株式会社U-NEXT HOLDINGSへ譲渡することを公表しました。譲渡は、2026年4⽉1⽇を予定しています。

また、マシナリー事業の⼯業⽤ミシンにおいては、2026年1⽉1⽇に、欧州を中⼼に⼯業⽤ミシンの
ソリューション提案ビジネスに強みを持つ独Konrad Busche社の⾃動⾞部品向け部⾨の事業譲受が完了しました。
本件を通じて、エアバッグなどの⾃動⾞内装部品を中⼼としたノンアパレル領域での成⻑と収益性改善を加速させます。

加えて、2026年2⽉5⽇に、MUTOHホールディングスの完全⼦会社化に向けた株式の公開買付けを開始しました。
本件は、成⻑事業に位置付けるインダストリアル・プリンティング事業の産業⽤プリンターにおける事業拡⼤を
⽬的としたものです。
なお、MUTOHホールディングスからは、本公開買付けへの賛同の意⾒表明と株主への応募推奨をいただいており、
MUTOHホールディングスの主要⼤株主とは応募契約を締結しています。詳細は次のページでご説明します。

【参考ニュースリリース】
●2025年9⽉12⽇ カラオケ店舗事業等の譲渡について

https://download.brother.com/pub/jp/news/2025/250912-01.pdf

●2025年12⽉24⽇ 株式会社エクシング株式の⼀部譲渡に関する株式譲渡契約締結のお知らせ
https://download.brother.com/pub/jp/news/2025/251224-01.pdf
ブラザー⼯業株式会社と株式会社U-NEXT HOLDINGSによる株式会社エクシングに関する株式譲渡契約締結のお知らせ
https://download.brother.com/pub/jp/news/2025/251224-02.pdf

●2025年11⽉10⽇ ドイツ Konrad Busche 社より⾃動⾞部品向け部⾨の事業譲受
https://download.brother.com/pub/jp/news/2025/251110-01.pdf

●2026年2⽉4⽇ MUTOHホールディングス株式会社株式に対する公開買付けの開始に関するお知らせ
https://download.brother.com/pub/jp/news/2026/260204-001.pdf
MUTOHホールディングス株式会社株式に対する公開買付けの開⽰に関する補⾜資料
https://download.brother.com/pub/jp/news/2026/260204-002.pdf
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本件により、当社が成⻑を⽬指す産業⽤プリンター領域における製品ラインアップおよび
市場ポジションの獲得だけでなく、両社の事業基盤強化による企業価値向上を⽬指す
製品ラインアップの補完による事業拡⼤

サイン＆グラフィクスグッズ・多⽬的印刷テキスタイル・ソフトサイン

Roll to Roll
プリンター*

⼤型
フラット
ベッド

プリンター デスク
トップ

インク種類背景⾊ 背景⾊…ブラザー製品 …MUTOH製品

顔料

顔料

ガーメントプリンター

ガーメントプリンター

多⽬的インク

多⽬的インク

カンバッチ
メイカー

ラテックス

ワイドフォーマット
プリンター

溶剤系

UV

UV

UV

溶剤系

UV

⽔系UV

昇華転写

⽤途種類

*ロール状の素材を
印刷するプリンター

顔料

 MUTOHホールディングスは、⼤判プリンターやインクにおいて豊富なラインアップとブランド
⼒を有し、両社の製品ラインアップは、近接領域でありながら重複がなく補完関係にある

技術提携による
製品・サービスの競争⼒強化

⼈的・財務的リソースの活⽤
による企業価値向上

製造・調達・物流コストの削減

販売・サービスチャネル・
顧客基盤の活⽤

シナジー
 両社のリソースを活⽤することで、

事業基盤の強化が可能
■両社の主なラインアップ

MUTOHホールディングスは、産業⽤の⼤判プリンターを中⼼とした情報画像関連機器事業を主⼒としており、
⼤判プリンターやインクにおいて豊富なラインアップとブランド⼒を有し、
開発・製造・販売・サービスまで⼀貫した事業基盤を持つ企業です。

当社のガーメントプリンターを中⼼とした産業⽤プリンターとは、
近接領域でありながら製品ラインアップの重複がなく、補完関係にあります。

加えて、保有技術を組み合わせることによる両社の製品・サービスの競争⼒強化や、
販売・サービスチャネル・顧客基盤を活⽤したクロスセルによる販売拡⼤、コスト削減など、
両社の事業基盤を強化することによる企業価値の向上が可能と考えています。

今後も引き続き、事業ポートフォリオ変⾰に向けた取り組みを加速させていきます。

【参考ニュースリリース】
●2026年2⽉4⽇ MUTOHホールディングス株式会社株式に対する公開買付けの開始に関するお知らせ

https://download.brother.com/pub/jp/news/2026/260204-001.pdf
MUTOHホールディングス株式会社株式に対する公開買付けの開⽰に関する補⾜資料
https://download.brother.com/pub/jp/news/2026/260204-002.pdf
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【参考】 ⽶国関税影響｜主な⽣産拠点と⽶国販売⽐率

34

⽶国売上⽐率
（24年度実績）主な⽣産拠点主な製品事業（FY25Q3〜）

30％弱

ベトナム、中国(⼀部のみ)レーザー製品通信・
プリンティングP&S

プリンティング＆
ソリューションズ

フィリピンインクジェット製品

中国、フィリピンラベリング製品ラベリング

20％弱英国、中国コーディング・マーキング機器
デジタル印刷機ドミノIP

インダストリアル・
プリンティング 約50％⽇本ガーメントプリンター産業⽤プリンター

⼀桁半ば％
⽇本、中国(中国市場向け)

インド(インド市場向け)産業機器産業機器
マシナリー

中国⼯業⽤ミシン⼯業⽤ミシン

約15％⽇本減速機・⻭⾞ニッセイ
約50％台湾、ベトナム家庭⽤ミシンP&H パーソナル＆ホーム

20％強--全社

⽣産拠点は東南アジアが多く、全社における⽶国売上⽐率は20％強。売上規模としてはP&S事業が多くを占める
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【参考】 開⽰セグメントの変更
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〜FY25Q2

産業機器
マシナリー

産
業
⽤
領
域

⼯業⽤ミシン

ニッセイ

ドミノIP
(インダストリアル・
プリンティング) 産業⽤プリンター

業務⽤ラベリング
P&S
（プリンティング＆
ソリューションズ）

汎⽤ラベリング
⺠
⽣
⽤
領
域

通信・プリンティング

P&H（パーソナル＆ホーム）

N&C（ネットワーク＆コンテンツ）

新規事業

事業名 サブセグメント

FY25Q3〜

産業機器
マシナリー

産
業
⽤
領
域

⼯業⽤ミシン

ニッセイ

ドミノIP
(インダストリアル・
プリンティング) 産業⽤プリンター

業務⽤ラベリング
P&S
（プリンティング＆
ソリューションズ）

汎⽤ラベリング⺠
⽣
⽤
領
域

通信・プリンティング

P&H（パーソナル＆ホーム）

新規事業

⾮継続事業 N&C（ネットワーク＆コンテンツ）

事業名 サブセグメント
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